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第三回 昆虫標本講習 実施しました。８月２日 は 「谷津 (やつ) の日」

第二回第二回 里やま塾里やま塾 「昔ながらの田植え体験」「昔ながらの田植え体験」 泥まみれもなんのその！泥まみれもなんのその！

会員紹介

広報だったと思います。「ホタルが観られる」との記事を見て、喜び勇んでまだ小さい孫

と一族郎党で観に行ったのが始まりでした。唯々その淡い美しさに魅了された感動だけ

を残し、やがて孫も大きくなり、ひたすら年会費のみを納めて十数年。仕事をリタイアした

のを機に自然の保護が大事と常々思う私は、大御所草野さんに誘って頂き今年から当

会のボランティアに参加。まだ半年ですが、ホタルの光のように優しい先輩方に囲まれ、

なんと楽しいことか。イベントに参加した子ども達が足をばたつかせるザリガニに大声を

上げ、闇の中でゆったりと光り輝きながら優雅に舞うホタルに、子どもも大人も

「ワ～綺麗」と現世を忘れ感嘆する。その姿を見て私はこのボランティア活動の端っこに

加えて頂いて「間違いなかった」と確信したのです。子どもの頃見た懐かしいホタルの

舞、この子どもから大人まで幸せにする保全活動が長続きするよう、若い方が会員に

なって盛り上げてくださる事を願っています。

天神谷津の湿地帯は植物たちの生存競争の激戦区。急激に増加した外来種

(ヒレタゴボウ)を駆除した結果、一気に個体数を増やしたのが、この「オモダカ）。

８月には白い小さな花を咲かせ、田んぼ周辺を彩ります。葉は「鏃(やじり)」の

ような形が特徴的。文様として奈良時代から使われていたようで、鎌倉時代の

「平治物語」「平家物語」などの絵巻物に車紋や武具に使われた様子が描かれ

ているとか。葉の形状から「勝戦草（かちいくさぐさ）」とも呼ばれていて、武家に

好まれたそうです。昔の武士たちはオモダカを見て、戦勝を祈念していたの

かな・・・。ちょっと歴史を感じる植物でもあります。

5月 11日(土) 晴天のもと、第二回 里山塾「昔ながらの田植え体験」が開催

されました。機械を使わず手作業による田植えは毎年の恒例行事。田んぼに

裸足で入ることが初めての人も。最初はおっかなびっくりでしたが、すぐに

慣れ。子どもから大人まで一列に並んでの田植え作業はとってもスムーズに

進みました。サブイベントの田んぼリレーは真剣勝負。泥まみれになって

バトンをつなぐ姿は感動的。今年もきっと豊作でしょうネ。
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「夏休みボランティア体験」 君も今日から里やま整備隊 ！

７名の子どもたちを迎えて

8月 2日(土) 富里市市民活動推進課,

とみさと市民活動サポートセンター

主催の「夏休みボランティア体験」に７名の

子どもたちが参加。谷津内の遊歩道草取

り、外来生物の捕獲など手分けして手伝っ

てくれました。アメリカザリガニの捕獲は竹

竿を使っての釣り。大人より上手でしたね。

たくさん釣ってくれて成果は絶大。

数あるボランティア体験の選択肢の中か

ら谷津の環境保全を選んでくれてありがと

うございました。

少々緊張の面持ちで、はい、記念写真！
地域の谷津環境保全の

取り組みをたくさんの人

に知ってもらうため、

日付の語呂を合わせて

「谷津の日」「谷戸の日」

としてみました。たくさん

の人に認知されると嬉し

いです。

8月 18日(日)２組の親子が昆虫標本作りに挑戦。チョウ

や甲虫類の展翅や一連の標本作りの手順を体験。標本

作りは気持ちを集中してないと出来ない作業。夏休みの

宿題でもあり・・いい標本を作ってください。

い の ち

生命のにぎわい オモダカ

飯田 奈保美 (いいだなほみ)

) さん

お父さん頑張った。感動のゴール !!

ワイワイしながらの田植えって楽しい。

８月１０日 は 「谷戸 (やと) の日」
みなさん お忘れなく！



【連絡先】NPO法人NPO富里のホタル 理事長 草野孝江 ☎ 090-3499-9161

事務局メールアドレス okamoton@themis.ocn.ne.jp

NPO富里のホタルは、谷津田などでホタル

の発生を指標とした自然保護活動を行って

います。

会員募集
活動に関心のある方は、お気軽にお

問い合わせ下さい。（年会費：2000円）

現在の会員数： ０ １ ８ ９

第三回 里やま塾 ホタル観賞会・水生昆虫探し

いきもの大好き 昆虫少年・少女 大集結 !!
7月 20日 (土) 今年の夏も暑かった・・。この日だって 35℃を超える猛暑だったのに、80名を超える昆虫大好き

少年少女が集まりました。虫取りに挑む子どもたちはやる気満々。熱中症を心配する主催者側の私たちは

ヒヤヒヤものでしたが、そんな心配は無用でした。この日はお父さんもお母さんも一緒になって、谷津を駆け回

り。お目当てのものは獲れましたか？そして日没と同時に再び谷津の中へ。蒸し暑かったけれど、みなさん

一列になってホタル発生スポットへ進みます。セミの羽化や夜のトンボも。来年もお待ちしてます！
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